
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーディネーター   

菊池 章（大阪大学大学院医学系研究科 分子病態生化学 教授） 

山下 俊英（大阪大学大学院医学系研究科 分子神経科学 教授） 

     主催：公益財団法人 千里ライフサイエンス振興財団  

         〒 560-0082 大阪府豊中市新千里東町１丁目４番２号 

千里ライフサイエンスセンタービル２０階 

E-mail：ｄｓｐ-2019@senri-life.or.jp  Tel：06-6873-2001 

http://www.senri-life.or.jp 

 

-千里ライフサイエンス新適塾- 

「難病への挑戦」第 4４回会合 
 

「NRF2依存性がんの 

悪性化機構と治療戦略」 

気道炎症の病態形成と制御」 

講師   本橋ほづみ（もとはし ほづみ） 

       東北大学加齢医学研究所 加齢制御研究部門  

遺伝子発現制御分野 教授 

日時   ２０２０年１１月２０日（金）１８：００～１９：１５ 

場所   WEB 開催 

参加費 無料 

 

１．参加登録は事前申込み（E-mail）のみとし、定員(200 名)になり次第締め切ります。 

２．参加予定者には、参加証を送付し、開催日前に参加方法をお知らせします。 

mailto:ｄｓｐ-2019@senri-life.or.jp
http://www.senri-life.or.jp/
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【要旨】 

 

NRF2依存性がんの悪性化機構と治療戦略 

東北大学加齢医学研究所 遺伝子発現制御分野 本橋ほづみ 

 

転写因子NRF2は酸化ストレスや親電子性毒物に対するストレス応答を担い、生体

防御機構において重要な役割を果たしている。また、最近では抗炎症作用やミトコン

ドリアの賦活化、そして抗老化作用も明らかになっており、健康長寿の実現において

鍵となる因子であることが認識されつつある。一方、肺や頭頸部、膀胱など、外界に

曝される組織に発生する固形腫瘍において、しばしば NRF2の異常な活性化が認め

られる。がん細胞における NRF2の異常な活性化は、強力な予後不良因子であること

が私達を含む多くの研究者から報告されている (Inoue et al., Cancer Sci 2012; 

Onodera et al, Endocr Relat Cancer 2014)。NRF2の異常活性化を呈するがん細胞

は、治療抵抗性や旺盛な腫瘍形成能など、予後不良につながる生物学的特性をほ

ぼ全て NRF2に依存していることから、私達はこれらを「NRF2依存性がん」と総称して

その悪性化機能の解明と治療標的の探索を行ってきた。今回は、NRF2依存性がん

細胞のユニークな代謝特性とそれを狙った治療戦略 (Mitsuishi et al., Cancer Cell 

2012; Okazaki et al., Biophys Rev 2020) と、NRF2依存性がん細胞におけるエピゲ

ノム改変がもたらす悪性化機構 (Okazaki et al., Nat Commun, in press) をご紹介

する。そして、NRF2依存性がん細胞がその腫瘍微小環境のインストラクションにより

抗腫瘍免疫を回避していることを示唆するデータ (Kitamura et al., Oncogene 

2017) をご紹介し、そのメカニズムと治療標的の可能性について議論したい。 
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【講師略歴】 

 

1990年 東北大学医学部卒業 

1990-1992年 東北大学医学部研修医（耳鼻咽喉科） 

1996年 東北大学大学院医学系研究科修了 

1996年 筑波大学先端学際領域研究センター 助手 

2000年 米国ノースウェスタン大学 客員研究員 

2000年 筑波大学基礎医学系 講師 

2004年 筑波大学基礎医学系 助教授 

2007年 東北大学大学院医学系研究科 准教授 

2013年 東北大学加齢医学研究所 教授（現在に至る） 

 

受賞：  

2001年     日本生化学会奨励賞 

2014年 柿内三郎記念賞（日本生化学会） 

2019年 日本癌学会女性科学者賞 

 

学会役員等： 日本生化学会 評議員 

 日本癌学会 評議員 

 日本分子生物学会 理事 

 日本がん免疫学会 理事 
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 著作権法に基づき、講演の映像・音声、ならびに講演要旨は、ブログ・SNSへの掲載等へ、

複製または転用するなど、二次利用することを禁じます。 

 


